
海の自由研究フェス2018
実施報告書
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開 催 日 時 ：2018年7月21日（土）13:00～18:00
7月22日（日）11:00～17:00

会 場 ： Plug and play SHIBUYA by 東急不動産
入 場 料 ： 無料
主 催 ： NPO法人グリーンバード

公益財団法人日本財団
後 援 ： 東京都環境局/渋谷区教育委員会
協 力 ： 東急不動産/こどもエコクラブ
来 場 者 数 : 663名（21日(土)234名 / 22日(日) 429名）

趣 旨： 街中から川へ、そして海に流れ着くごみ。
海のごみの70%を街ごみが占めるという現状を、
一人でも多くの子どもたち知ってもらうために、
海をテーマにした夏休みの自由研究につながる
ワークショップが一堂に会する、
「海の自由研究フェス」を開催しました。

実施概要

海の自由研究フェス2018
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事前告知
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(1) 告知チラシの配布
→東京都環境局、渋谷区教育委員会の後援名義を使用し、渋谷区・港区の
全小学校・全校生徒へ、新宿区・練馬区の一部の小学校で配布することができました。

(2) 各SNSでの広告出稿
→弊社のSNSアカウント（facebook、twitter）での投稿に広告出稿し、
「都内在住・小学生の子供を持つ大人」などターゲティングし、効率的な告知を図りました。

(3) こどもエコクラブとの連携
→クラブ数：約2,000、会員数：約120,000人を誇る、この組織と連携し、
メルマガの配信や、都内の各クラブの代表者から告知を図りました。

(4) メディア転載
→リリースは40媒体にも転載され、紙媒体では読売新聞で掲載されました。

(5) 情報サイトでの掲載
→子どもとおでかけサイト「いこーよ」、東京都の体験イベント紹介サイト「ウォーカープラス」
にも掲載して頂きました。

(6) 本イベントに賛同してくれた方、ブース出展者の方々の告知協力
→ママ友や環境系ネットワークに所属している方々が、
積極的に個人のSNSやLINE等で周囲に呼びかけて頂きました。



事前告知
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告知チラシ こどもエコクラブHP



事前告知
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公式WEBサイト



事前告知
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いこーよ特設ページ メディア転載（40媒体）



海のごみの80%を街ゴミが占めるという現状を、多くの子どもたちに知ってもらうため、また海に親しみを
感じる子どもを増やしていくために、海をテーマにした夏休みの自由研究につながるワークショップを行い
ました。
■WS 21.22日:ジャパンGEMSセンター(砂浜には何が埋まっている？)
形式：時間制1回あたり45分、6~8名
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ワークショップブース（１）

■WS 21.22日:コーラル・ネットワーク(サンゴ骨格染め:サンゴの模様を使って自分だけのオリジナルハンカチを作っちゃおう！)
形式：随時1回あたり20分、6~8名
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ワークショップブース（２）

■WS 21.22日：ROOTOTE(お絵かきでオリジナルトートバックを作ろう)
形式:随時1回あたり30~45分、8~10名(品物提供：当日GBボランティア)

■WS 21.22日：ネイチャークラフト(ネイチャークラフトでPhotoフレームを作ろう)
形式:随時1回あたり30~45分、8~10名(品物提供：当日GBボランティア)
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ワークショップブース（３）

■WS 22日：加藤木材(海と森をつなぐ木工ワークショップ)
形式:随時1回あたり30分、6名

■WS 22日：GARBAGE BAG ART WORK(スタンプでオリジナルエコバックを作ろう)
形式:随時1回あたり20~30分、6名
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ブース&追加ワークショップ

■グリーンバードブース
greenbirdの活動紹介・展示を実施、アンケート用紙の回収＆モンスターボールごみ袋の配布

■追加WS：海の缶バッチ/ ヨーヨー魚
形式:随時1回あたり20~30分



11

謎解きゲーム(1)

■謎解きゲーム：海をまもれ！Protect the Ocean
謎解きを通して、海水中の油に溶けやすい有害物質「マイクロプラスチッ
ク」の周知と、それらを解決するための一人一人が取り組める内容の啓蒙を
目的とし、子供達にもなじみやすいスタイルの「回遊型謎解き」として展開
しました。

■使用場所：PLUG and PLAY 1オープンフロア
■対 象：小学生以上
■制限時間：３０分目安（超えても可）
■キーワード
※マイクロプラスチックが含まれるもの
・洗顔料・歯磨き粉・ボディソープ・レジ袋（漂流プラスチックの劣化）
・生活排水 など
※成分表示について
・ポリエチレン ・ポリエチレン末 ・ポリプロピレンなど
■ 流 れ ：フロア内に潜むファーストミッションを達成後、

ミッション達成者のみがエージェントセンターにて
セカンドミッションを行いました
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謎解きゲーム(2)

■ファーストミッション

台紙 裏/表 台紙 中

■セカンドミッション

台紙 表/裏 パネル ４枚

パネル 9枚
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ショートムービー上映

■概要
海のごみ問題を子どもの目線から訴えるショートムービー「東京&ニューヨークの小学生からのメッセージ～
海ごみを減らすために私たちができること～」を上映しました。
・上映時間：30分 (随時流す)



海の図書館
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■概要
海や環境に関するさまざまな内容の本や資料を自由に閲覧できるスペースにしました。
夏休みの自由研究に対するテーマを決めたり、海のことをもっとよく知ることができ、また海のいきもの塗り
絵コーナーも設置し、小さいお子様でも楽しめるスペースにしました。



みんなの問題海のゴミ 写真パネル展
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海ごみに関するパネル展示を実施しました。<A1パネル×10 /  A3ラミネート×10 >

資料協力：NPO法人JEAN

■概要
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会場の様子



メディア掲載
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CSRマガジン 東京MX



■全体のまとめ
初開催という事もあり、事前準備を入念に進めました。
教育委員会と協議し、開催日程やチラシ配布時期を決め、
渋谷区・環境系に強いイベント会社と組んで、コンテンツ内容を充実させ、
外部の専門家に依頼して、メディア転載＆誘致を強化、
周囲の小学生のお子さんを持つママ友ネットワークにヒアリングし、
「どんな内容なら行きたくなるか」を調査しました。

来場者数の合計は663名（21日234名 / 22日429名）となり、開場前から外に列ができる、
WSの資材数が足りなくなるだど、予想を上回る大盛況となりました。

参加した子どもたち、その親御さんから「とても有意義なイベントでした。」「また来年も是非」
「自由研究の課題はこれで完璧」など多くのお客様から感謝の言葉を掛けられました。

来場者の満足度はアンケートを見てもとても高く、来年以降につながる結果となりました。

■課題
・自由研究と名前がついているので、WSの内容はもう少し学びのあるコンテンツも来年度は必要。
・混雑した場合の対策ができておらず、出展者の休憩時間の確保が疎かになってしまった。
また、お客様に対しても時間制や整理券制するなど、対応策をしっかりと事前の準備が必須。
・資材を使う工作系のWSは200～300円程度の参加費を取ることも検討。
・海ごみパネルやムービーを見てもらえる工夫が必要。（ステージの使い方など）
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総括


